
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定期月発行 竹田地域協議会

平成１９年１０月３１日 発行

TEL・FAX：４４－２５３５ 

E-mail： 

takeda@town.misasa.tottori.jp

１１月の活動予定 
６日（火）女性会清掃活動（木地山地内） 

      内容：国道沿いの缶拾いなど清掃活動 

１１日（日）地域づくり懇談会（竹田各部落） 
      内容：行政関係者と区長、協議会役員が、

20 年度集落要望箇所の現場を実
際に見て協議します。また、地域

の抱える問題も話し合います。 
２５日（日）竹田まつり（竹田体育館） 
       内容：芸能発表やむらバザー、作品展示 

地域協議会女性会では、第１回井戸端会議で提案のあった『地域がんばる女性たち』をテーマにし

た野外研修会を 10月 22日（月）に岩美町鳥越《どんづまりハウス》で実施しました。 
この集落は、村より奥は県境に連なる山だけの山村（どんづまり）であり、過疎化と高齢化が深刻な

問題となっている地域でした。しかし、「このままでは村がなくなる」「今、何かをしなければ」と、

集落の将来に不安を感じた住民が、集落づくりについて話し合いを進め、“むらの活性化のきっかけ

になれば”との思いで、近くで採れる山菜や渓流魚を使った食堂を開設し、今日まで活動を行ってい

る女性グループです。 
設立時から今日までの話を代表者の山本千恵乃さんから聞き、実際に 
“地の物”のみ使用したこだわりの山菜料理をお腹一杯いただきました。 
山本さん達女性グループは 70歳を過ぎている方達ばかりで、『当初は毎日開 
店していた食堂ですが、最近は体も思うように動かなくなり、予約のみで営 
業を続けています。しかし、食堂を始めたきっかけでもある“むら活性化” 
の志しは忘れず、地域での行事があるときは、率先して協力しています。』 

と笑顔で話しをしておられま 
した。 

 
帰りのバスの中で、山本さん達女性グループに刺激を受 

け【私たちもやれば何かできる事があらへんか!!】と話を 
している人もあり、活性化を目指した熱い思いが伝わって 
くる場面も見受けられました。女性会は今後、１１月６日 
（火）に【人形トンネル～木地山間の清掃活動】を計画し 
ています。みんなでワイワイ活動する楽しい会ですので、 
皆さんの参加をお待ちしています。 

 １１月２５日（日）は“竹田まつり”本番

です!! 
だんだんと近づいてきましたが、皆さん準備

はチャクチャクと進んでいますか？ 
 実行委員会では、【趣味で作成したもの】や

【家に昔からあるお宝】など、コーナーに展

示する作品を募集しています。出展していた

だける方は、各部落の実行委員さんを通じて、

ぜひ出品して下さい。 
 地域協議会になってから初めての竹田まつ

りです。皆で手をつなぎあって、この竹田地

域を盛り上げていきましょう。 
 元気ある竹田に向けて１歩ふみだそう！！ 

竹田地域協議会 事務局員 勤務日 
曜日 月 火 水 木 金 

時間 休み 午前 午前 一日 午前

※ 行事等により変更する場合があります 
電話番号：４４－２５３５（FAX兼） 
事務局員 安田和世 不明な場合は、聞いて下さい 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

～ぶりーふぃんぐ No７～ 

（ぶりーふぃんぐとは大切なことだけを短く伝えるという意味です） 

「ライオンの願い？」 
 
 空腹で苦しむ二頭のライオンがいました。 
 あわれに思った神様が「願いをひとつだけ聞き届けてやる」と声をかけた。 
 一方のライオンは「最高の子羊の肉を腹一杯食べたい」といいました。 
 他方のライオンは「何も食べ物は欲しくない」「欲しいものは食べ物ではなく、上手に獲物をとるこ
とができるチエです」といいました。 
 今、子どもたちに身に付けさせなければならな力は「生きる力」です。 
 「生きる力」とは頭と体と心をしっかり使うことだと思います。 
 南小学校の子どもたちは、まだまだ頭と体と心をしっかり使っていない場面が多くあります。 
 例えば、学習のまとめとして新聞づくりに取り組んでいるときの子どもたちの会話です。 
 「先生、この図鑑を使ってもいいですか？」 
 「先生、ここの大切なところを赤ペンで書いてもいいですか？」 
 「先生、どこから書き始めるですか？」 
など聞いてからでないと、あるいは指示が出されないと次に進めないことがあります。 自ら学び、自ら
考え、自ら活動する子どもたちにしていく必要があります。 
 子どもたちをライオンにたとえることは不謹慎ですが、南の子どもたちはどちらのライオンになるでし
ょうか？それとももっと別な願いを出すライオンになるのでしょうか？ 
 
～～～○～～～○～～～○～～～○～～～○～～～○～～～○～～～○～～～○～～～○～～～
 
 

１ 日  時 平成１９年１１月１７日（土）午後１時３０分～３時４５分 

２ 場  所 南小学校体育館 
３ 演技内容 ○ 全校合唱「ビリーブ」 
            ○ 学年演技 
            ○ さいとりさし（全校有志） 
            ○ PTA演技 
４ その他  ・毎年恒例の総務部によるバザーがあります。 
           ・５、６年生がユニセフ募金活動を行います。ご協力お願いします!! 

※ぜひ、お越しください。お待ちしています。 

竹田方面のバス路線《省エネバス》試験運行開始！！ 

 11 月１日からバイオ燃料（使用済みテンプラ油を配合）を活用した省エネバス  を試験運行して、

高齢者に利用しやすい公共交通体系と自家用車のエコバス乗り換えによる 

省エネ効果を調査します。 調査目的によるバス運行ですが、格安の料金 

でどなたでも乗車できます。皆さんがどんどんバスを活用して下さいネ。 

 

１．バス運行経路 

     三朝温泉 ⇔ 三朝町役場 ⇔ 穴鴨（木地山・加谷・下西谷・上西谷・下畑・田代入り口を含む） 

     を１日３往復を運行します。 

２．バス運賃：大人 ２００円／回 小人 １００円／回（身体障害者は半額、小学生未満は無料） 

３．運行期間：平成１９年１１月１日～１２月２１日（土･日･祝祭日は運休） 

４．利用方法：①木地山・加谷・下西谷・上西谷・下畑・田代入り口のバス停で利用する方（デマンド方式）

              三朝温泉方面に出る場合 ： 前日午後１時までに日ノ丸自動車に電話申込みして下さい。 

              三朝から帰ってくる場合   ： 穴鴨バス停留所で行き先を申し出て下さい。 

②穴鴨からしものバス停留所で利用する方は、通常のバスと同じ方法で乗車下さい。 

５．バス申込先 日ノ丸自動車：２６ ‐ ４１１１まで申し込みして下さい。 
 

※バス時刻表や詳しい利用方法は、《配られたチラシ》や《町報》をご覧下さい。 

※１ 省エネ・エコバス：廃油などを燃料に混ぜてガソリン消費量を抑え、自然や環境に配慮したバスのこと。 
※２ デマンド方式  ：乗客の要望に応じて運行する交通の方式で、基本路線のほかに迂回路線を設定してバス等を運行する 


